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精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の人権
じんけん

  

精 神
せいしん

医 療
いりょう

サバイバ
さ ば い ば

ー  広田
ひろた

和子
かずこ

 

１．精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

とは 

  ひとつは、精 神
せいしん

の病 気
びょうき

を持
も

っている人
ひと

という捉
とら

え方
かた

で、関 係
かんけい

省 庁
しょうちょう

で

ある厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

も人 数
にんずう

を把握
はあく

していません。もうひとつは、精 神
せいしん

の

病 気
びょうき

で医 療
いりょう

機関
きかん

に入
いり

通 院
つういん

している患 者
かんじゃ

という捉
とら

えかたで、一 般 的
いっぱんてき

に

は後 者
こうしゃ

が用
もち

いられています。 

２．精 神
せいしん

の病 気
びょうき

とは 

  現 在
げんざい

多 発 中
たはつちゅう

のうつ病
やまい

。100人
にん

に一人
ひとり

発 病
はつびょう

する可能性
かのうせい

のあるポピュラ
ぽ ぴ ゅ ら

ーな統 合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

。双 極 性
そうきょくせい

障 害
しょうがい

（躁
そう

うつ病
やまい

）。てんかん。今 日 的
こんにちてき

課題
かだい

で

もある依 存 症
いぞんしょう

。等
とう

オーソドックス
お ー そ ど っ く す

な病 気
びょうき

があります。また。解離性
かいりせい

障 害
しょうがい

。

人 格
じんかく

障 害
しょうがい

。パニック
ぱ に っ く

障 害
しょうがい

。強 迫 性
きょうはくせい

障 害
しょうがい

。適 応
てきおう

障 害
しょうがい

。心 的
しんてき

外 傷 後
がいしょうご

ストレス
す と れ す

障 害
しょうがい

（ＰＴＳＤ）。離 人 症 性
りじんしょうせい

障 害
しょうがい

。身 体
しんたい

表 現 性
ひょうげんせい

障 害
しょうがい

。等
とう

多
おお

くの精 神
せいしん

の病 気
びょうき

があります。精 神
せいしん

の病 気
びょうき

は、科学的
かがくてき

根 拠
こんきょ

が乏
とぼ

しかっ

たり医師
い し

によって診 断 名
しんだんめい

が異
こと

なることもありますが、こころの病 気
びょうき

とし

て“家庭用
かていよう

医学
いがく

事典
じてん

”にわかりやすく紹 介
しょうかい

されています。 

  ここでは、精 神
せいしん

の病 気
びょうき

、こころの病 気
びょうき

、両 方
りょうほう

を書
か

いていますが、これ

については、患 者 間
かんじゃかん

でも意見
いけん

が分
わ

かれています。行 政
ぎょうせい

も、精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉法
ふくしほう

という法 律
ほうりつ

の“精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

センタ
せ ん た

ー設置
せっち

”の条 文
じょうぶん

を受
う

けて、各都道府県
かくとどうふけん

及
およ

び政 令
せいれい

指定
してい

都市
と し

の多
おお

くは、精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

センタ
せ ん た

ーという名 称
めいしょう

にしてい

ますが、横浜市
よこはまし

のように“こころの健 康
けんこう

相 談
そうだん

センタ
せ ん た

ー”という名 称
めいしょう

のと

ころもあります。 

３．健 康
けんこう

保持
ほ じ

のため“予防
よぼう

”を 

  1999年
ねん

厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

調 査
ちょうさ

の精 神
せいしん

障 害 者 数
しょうがいしゃすう

は、204万 人
まんにん

でした。こ

の調 査
ちょうさ

は、3年
ねん

ごとに行
おこな

われていますが、2002年
ねん

以降
いこう

258万 人
まんにん

、303万 人
まんにん

と増加
ぞうか

して、最 新
さいしん

の 2008年
ねん

には、323万 人
まんにん

となりました。患 者
かんじゃ

増加
ぞうか

の

原 因
げんいん

は、心 療
しんりょう

内科
ないか

、精神科
せいしんか

クリニック
く り に っ く

・心 療 所
しんりょうじょ

の増加
ぞうか

等
とう

による面
めん

もあ

ります。また受 診
じゅしん

して治
なお

ることが難
むずか

しい場合
ばあい

もあれば、「家族
かぞく

、友 人
ゆうじん

、近 所
きんじょ

の人
ひと

等
とう

、誰
だれ

にでも気軽
きがる

に話
はな

せればすむものを、わざわざ診 察 室
しんさつしつ

に来
き

て、話
はな

している」と言
い

われることも多々
た た

あります。そして精神科医
せいしんかい

の中
なか

には、「患 者
かんじゃ

増加
ぞうか

の原 因
げんいん

は、製 薬
せいやく

会 社
かいしゃ

の影 響
えいきょう

だ」と指摘
してき

している人
ひと

も数 多
かずおお

くいます。 

総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第
だい

17 回
かい
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  精 神
せいしん

の病
やまい

も、他
ほか

の病 気
びょうき

と同
おな

じように、“予防
よぼう

”が重 要
じゅうよう

です。１に安 眠
あんみん

、

２にバランス
ば ら ん す

の良
よ

い食 生 活
しょくせいかつ

、３に日頃
ひごろ

から本音
ほんね

を話
はな

せる信 頼
しんらい

関 係
かんけい

のある

人
ひと

を作
つく

りましょう。安 眠
あんみん

のために頭
あたま

をリラックス
り ら っ く す

させたり、自律
じりつ

神 経
しんけい

を

刺激
しげき

させるため、お風呂
ふ ろ

に入
はい

ったり、水
みず

シャワ
し ゃ わ

ーを浴
あ

びることを繰
く

り返
かえ

し

たり、自分
じぶん

に合
あ

い無理
む り

なく続
つづ

けられる方 法
ほうほう

をみつけて実 行
じっこう

することが大事
だいじ

です。 

 

４．精神科
せいしんか

医 療
いりょう

の実 態
じったい

 

  精神科
せいしんか

医 療
いりょう

によって、辛
つら

い経 験
けいけん

をしたり、被害
ひがい

を受
う

けた人
ひと

達
たち

のことを

言
い

う“精 神
せいしん

医 療
いりょう

サバイバ
さ ば い ば

ー”（生 還 者
せいかんしゃ

）という呼 称
こしょう

は、世界
せかい

の公式用語
こうしきようご

です。日本
にほん

国 内
こくない

にも精 神
せいしん

医 療
いりょう

サバイバ
さ ば い ば

ーは、数 多
かずおお

く存
そん

在
ざい

しています。

また、入 院
にゅういん

治 療
ちりょう

が必 要
ひつよう

ないのに退 院 先
たいいんさき

のないため入 院
にゅういん

が続
つづ

いている

“社 会 的
しゃかいてき

入 院 者
にゅういんしゃ

”と言
い

う入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

が、長 年
ながねん

に渡
わた

って、日 本 中
にほんじゅう

の

精神科
せいしんか

病 床
びょうしょう

に存
ありや

在
ざい

しています。 

  一 方
いっぽう

で、精神科
せいしんか

救 急
きゅうきゅう

医 療
いりょう

が未整備
みせいび

のため、受 診
じゅしん

を必 要
ひつよう

としている人
ひと

が、医 療 的
いりょうてき

保護
ほ ご

を受
う

けられず、長 時 間
ちょうじかん

救 急 車
きゅうきゅうしゃ

の中
なか

にいたり、警 察
けいさつ

署
しょ

で

一 晩
ひとばん

保護
ほ ご

されているという現 実
げんじつ

もあります。そして、総 合
そうごう

病 院
びょういん

の精神科
せいしんか

設置数
せっちすう

が少
すく

なくて、国
くに

を挙
あ

げて取
と

り組
く

んでいる重 大
じゅうだい

な問 題
もんだい

にも影 響
えいきょう

を

及
およ

ぼしてもいます。 

５．精神科
せいしんか

医 療
いりょう

の抜
ばっ

本 的
ぽんてき

改 革
かいかく

を早 急
さっきゅう

に 

  まず社 会 的
しゃかいてき

入 院 者
にゅういんしゃ

の解 放
かいほう

を。社 会
しゃかい

問題化
もんだいか

している認 知 症
にんちしょう

等
とう

、新
あら

た

なる社 会 的
しゃかいてき

入 院 者
にゅういんしゃ

を作
つく

らないためにも世界
せかい

の先 進 国
せんしんこく

で一 番
いちばん

多
おお

い、

精神科
せいしんか

ベット
べ っ と

を現 在
げんざい

の 35万
まん

床
ゆか

から 20万
まん

床
ゆか

ぐらいに削
けず

減
げん

すべきです。

精神科
せいしんか

は、他科
た か

に比
くら

べて医師
い し

は 3分
ぷん

の 1、看護師
かんごし

は 3分
ぷん

の 2 でいいと定
さだ

め

ている差別的
さべつてき

な精神科
せいしんか

特 例
とくれい

を廃
はい

止
よ

して、普通
ふつう

の医 療
いりょう

にすべきです。また、

精神科
せいしんか

は他科
た か

に比
くら

べて安
やす

い診 療
しんりょう

報 酬
ほうしゅう

に抑
おさ

えてありますが、これも当
あ

たり

前
まえ

の診 療
しんりょう

報 酬
ほうしゅう

にすべきです。 

  そして、救 急 車
きゅうきゅうしゃ

で、いつでも、誰
だれ

もが、何処
ど こ

でも、必 要
ひつよう

に応
おう

じて利用
りよう

で

きる安 心
あんしん

な精神科
せいしんか

救 急
きゅうきゅう

医 療
いりょう

整備
せいび

。他
ほか

の病 気
びょうき

と精 神
せいしん

の病 気
びょうき

を合
あ

わせ持
も

つ（合 併 症
がっぺいしょう

）の人
ひと

のためにも総 合
そうごう

病 院
びょういん

の精神科
せいしんか

設置
せっち

も急 務
きゅうむ

です。 

６．多様性
たようせい

を認
みと

め合
あ

う社 会
しゃかい

、良
よ

い環 境
かんきょう

づくりを。 
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  国
くに

及
およ

び地方
ちほう

自治体
じちたい

は、借 金
しゃっきん

財 政
ざいせい

です。私
わたし

たち住 民
じゅうみん

が「こんにちは！」

と気軽
きがる

に会話
かいわ

をしたり、ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

精 神
せいしん

を身
み

につけ、できることを社 会
しゃかい

貢 献
こうけん

すれば、税 金
ぜいきん

を使
つか

わない“優
やさ

しく豊
ゆた

かな地域
ちいき

福祉
ふくし

”が実 現
じつげん

可能
かのう

な面
めん

も多々
た た

あります。 

  多
おお

くの患 者
かんじゃ

は、｢安 心
あんしん

して暮
く

らせる住 宅
じゅうたく

、安 心
あんしん

して 24時間
じかん

利用
りよう

できる

精神科
せいしんか

医 療
いりょう

、安 心
あんしん

して話
はな

せるピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

（対 等
たいとう

な仲間
なかま

同士
どうし

の支
ささ

え合
あ

い）、働
はたら

ける人
ひと

は、自分
じぶん

に合
あ

う仕事
しごと

・・・・等
とう

｣と望
のぞ

んでいます。筆 者
ひっしゃ

は精神科
せいしんか

医 療
いりょう

の被害者
ひがいしゃ

として昨 年
さくねん

、精 神
せいしん

医 療
いりょう

ではめずらしく被害
ひがい

を受
う

けてから

22年
ねん

８カ月目
かげつめ

に謝
しゃ

罪
つみ

されました。人 間
にんげん

“眠
ねむ

れて、食
た

べられて、生 活
せいかつ

が成
な

り立
た

っていれば、医 療
いりょう

を利用
りよう

しないでいい場合
ばあい

も多々
た た

あります。 

  映画
えいが

「ビューティフルマインド
び ゅ ー て ぃ ふ る ま い ん ど

」の主 人 公
しゅじんこう

、ジョンナッシュ
じ ょ ん な っ し ゅ

は、統 合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

のように思
おも

えるけれど「ノーベル
の ー べ る

賞
しょう

受 賞
じゅしょう

できたのは、アメリカ人
あ め り かじ ん

だ

ったから」と言
い

った福祉
ふくし

関 係 者
かんけいしゃ

がいます。アメリカ
あ め り か

では、1960年 代
ねんだい

の

公 民 権
こうみんけん

運 動
うんどう

、女 性
じょせい

解 放
かいほう

運 動
うんどう

、消 費 者
しょうひしゃ

運 動
うんどう

の流
なが

れの中
なか

からの

障 害 者
しょうがいしゃ

運 動
うんどう

が、生
う

まれ 1989年
ねん

には、「障 害
しょうがい

を持
も

つアメリカ人法
あめりかじんほう

（ＡＤＡ

法
ほう

）」が誕 生
たんじょう

しました。 


